
２０１９年度（第８期）の活動報告

２０１９年１１月８日
ニッポンクラウドワーキンググループ報告会



名称

ニッポンクラウドワーキンググループ
NIPPON Cloud Working Group（ＮＣＷＧ）

設立

2011年 11月1日 設立/活動開始

➢ メンバー企業 ８８社
➢ サムライクラウドサポーター ６人
➢ 協賛企業 ２１社

ニッポンクラウドワーキンググループ参加構成（2019年10月時点）



ニッポンクラウドワーキンググループ

２０１９年度スローガン

ニッポンクラウドワーキンググループが結びの場となり、

クラウドの先にある様々なモノゴトを結び合わせ（繋がりあい
）、さらに個々の強みを相互に相乗的に活かすことにより、ク
ラウドサービスの利便性の向上と日本のクラウドビジネスの
マーケットの拡大に努める！
活動の結果としての成果（結実）を出し、クラウド業界をさら
に活況なものとする。

Beyond the Clouds！
『ムスビ（結）で実を活かす！』



ニッポンクラウドワーキンググループとしての

「クラウドサービス」の定義

『インターネットを介して利用
する経済的な価値提供機能』



「サムライクラウド」の意義

➢ 日本から発出するクラウドビジネス

モデルの構築を意義としての「サ
ムライクラウド」

➢ ＩＤやアプリケーション、ＵＩ、ＤＡＴＡ

連携などの技術的意義としての「
サムライクラウド」



２０１９年度活動概要

1. 会合および部会開催、ならびにクラウドイベントの開催

2. 部会活動を中心に『サムライクラウド』の具現化とその
利活用を図る

3. 他団体とのより積極的な交流および相乗的な活動支
援

4. セミナーおよび講演会の開催、また展示会への参加・
出展支援

5. サムライクラウドサポーターの拡充
6. 大阪開催をはじめ関東圏以外での活動
7. 『協業支援セミナー』『協賛支援セミナー』の開催支援

8. 理事会および実行委員会の開催



（敬称略）

２０１９年度の会合開催概要

２０１９年度の会合は、IoTや衛星データの利活
用など「宇宙クラウド」という新ジャンルのテーマ
で外部の方々にご講演をいただき、５回の会合
を開催しました。

第５５回 ２０１９年２月７日
テーマ：「宇宙エレベーター」の可能性からクラウドビジネスを捉える！

講演者：一般社団法人 宇宙エレベーター協会
理事 久保田 裕 氏

支援ご協賛：NTTコミュニケーションズ株式会社



第５６回 ２０１９年４月１２日
テーマ：『宇宙ビジネスでクラウドビジネスを活かす！』
講演者：一般財団法人 宇宙システム開発利用推進機構

宇宙産業本部 事業推進部
主任研究員（欧州担当） クレイドン・サム 氏

支援ご協賛：スリーハンズ株式会社

第５７回大阪開催 ２０１９年６月７日
テーマ：『サムライクラウドと宇宙ビジネスで、日本のクラ

ウドビジネスを活かす！』
講演者：株式会社プロキューブ 代表取締役 中川路 充 氏
講演者：和歌山大学 協働教育センター 教授

千葉工業大学 惑星探査研究センター 主席研究員
内閣府宇宙開発戦略推進事務局 宇宙政策委員会専門委員

秋山 演亮先生
支援ご協賛：GMOクラウド株式会社

（敬称略）



第５８回 ２０１９年７月１１日
テーマ： 『衛星測位を利用した時空間情報でクラウドビ

ジネスを活かす！』
ご講演者：一般社団法人 衛星測位利用推進センター

専務理事 博士（工学）三神 泉 氏
支援ご協賛：富士通株式会社

第５９回 ２０１９年９月１８日
テーマ：『AI/機械学習の本質を捉え、クラウドビジネス

に活かす！』
ご講演者：株式会社アックス 代表取締役社長 竹岡 尚三 氏
支援ご協賛：富士通クラウドテクノロジーズ株式会社

（敬称略）



【テーマ】「イノベーションでクラウドビジネスを切り拓く！」
【日 時】２０１８年１１月８日（水）
【会 場】関東ITソフトウェア健保会館・会議室

【特別講演会】
「ディスラプションの衝撃：ビットとアトムが創る

イノベーションの新世紀」
立命館大学 三藤 利雄 教授

２０１９年度「七周年報告会、特別講演会・パーティ」



２０１８年１１月８日 会場：関東ITソフトウェア健保会館

ＮＣＷＧ報告会及び設立七周年記念講演会・パーティ



■部会のポジショニング

機能

サービス

技術

クラウドビジネス
推進部会

クラウドサービス
部会

サムライクラウド
部会

クラウドアプリケーシ
ョン部会

ビジネス

※「ビジネス」と「技術」、「機能」と「サービス」の二軸から会の活動範囲を表出



サムライクラウド部会、クラウドアプリケーション部会、クラウドビジネス
推進部会、クラウドサービス部会の４部会の活動を行いました。

部会活動



他団体との交流

２０１９年度後援
➢ ネットアップ合同会社主催の「NetApp Innovation 2019 データ、

新たな推進力」への後援
（２０１８年１２月１１日）

➢ 一般社団法人 日本インターネットプロバイダー協会主催の
「JAIPA Cloud Conference 2019」への後援
（２０１９年９月５日）

➢ 「OpenStack Days Tokyo 2019」への後援
（２０１９年７月２２、２３日）

➢ NPO法人JASIPA主催
「JASIPA 協業フェア2019EAST」への後援
（２０１９年１０月１１日）



➢NCWGご協賛支援セミナーの実施
協業を加速させるために協賛企業のサービスやプロダクトをメ
ンバーにより広く深く知ってもらう

開催ご協賛企業：
◆富士通株式会社＆富士通クラウドテクノロジーズ株式会社
（２０１９年３月１２日）
◆株式会社リンク
（２０１９年１０月１８日）

➢協業支援
ＮＣＷＧのＷｅｂ上で『協業のお知らせ』の協業事例の掲載

『協業支援セミナー』『協賛支援セミナー』の開催支援



理事会および実行委員会開催

実行委員会
１２社１６名の実行委員での
月一回程度の実行委員会の開催



ノベルティとして
会の活動及びサムライクラウドを少しで
も認知してもらうためのノベルティ配布

SAMURAI CLOUD ボールペン Beyond the Clouds! NCWG OSAKA 2019 
ボールペン



２０２０年度（第９期）の活動計画

２０１９年１１月８日
ニッポンクラウドワーキンググループ報告会



ニッポンクラウドワーキンググループ

２０２０年度スローガン

ニッポンクラウドワーキンググループがシナジーの場
となり、参加者個々の強みを掛け合わせることによ
る相乗効果で、クラウドの利便性の向上と日本のクラウド
ビジネスのマーケットの拡大、そこから新たな価値の創出
に努める！
結果として、日本から発出するクラウドビジネスモデル＝
サムライクラウドの価値（実）を高め、次なる状態（ステー
ジ）へと昇華（結実）させる。

Beyond the Clouds！
『強みをシナジーにクラウドビジネスを昇華させる！』



➢２０２０年度の活動方針
これまでの活動を継承しながら、日本から発出するクラウドビジネ

スモデル（サムライクラウド）創発の手助けとなる「場」の提
供を積極的に行い、さらに相乗的価値創出の場となり、世界に
通用する日本のクラウドビジネスのマーケット拡大に努める。

➢ 会の在り方として

ベンダーニュートラルな立ち位置だからこそ可能な活動によるグ
ランドクラウド構想の促進およびクラウド全般のユーザー利
用のための利便性の向上とクラウドの利活用の促進に努める。

さらに会の活動を通して、会員各社の“知らない”ことによる機会
損失の防止に努める。
また、会の規模については、質を高めながら引き続き緩やかな拡
大を目指す。

Beyond the Clouds！
『強みをシナジーにクラウドビジネスを昇華させる！』



ニッポンクラウドワーキンググループとしての

「クラウドサービス」の定義

『インターネットを介して利用
する経済的な価値提供機能』



サムライクラウド

✓ 日本から発出するクラウドビジネス

モデルの構築を意義としての「サム
ライクラウド」

✓ ＩＤやアプリケーション、ＵＩ、ＤＡＴＡ連

携などの技術的意義としての「サム
ライクラウド」



グランドクラウド構想

✓ サムライクラウドの理念を基軸に、

ニュートラルな立ち位置から、あま
ねくクラウドサービスの技術的ビジネ
ス的連携を実現し、全てのクラウドサ
ービスを統合的に利用可能とするこ
とで、あらゆる利用者にとって高い価
値と利便性をもたらす



➢２０２０年度役員および理事
会長 小堀吉伸（株式会社北斗システムジャパン）
副会長 藤田浩之（有限会社シェルンコアテクノロジー）
副会長 野元恒志（有限会社ディアイピィ）
理事 尾鷲彰一（株式会社オープンウェーブ）
監事 大澤武史（株式会社クリエイトラボ）
事務局 尾鷲彰一（株式会社オープンウェーブ）

➢各部会役員
■サムライクラウド部会
部会長 野元恒志 （有限会社ディアイピィ）
■クラウドアプリケーション部会
部会長 尾鷲彰一（株式会社オープンウェーブ）
■クラウドビジネス推進部会
部会長 藤田浩之（有限会社シェルンコアテクノロジー）
■宇宙クラウドサービス部会
部会長 小堀吉伸（株式会社北斗システムジャパン）



会 長

副会長

総会

理事会
監 事

事務局

顧 問

研究部会部会長

NCWG組織図

研究部会
➢ サムライクラウド部会

➢ クラウドビジネス推進部会

➢ クラウドアプリケーション部会

➢ 宇宙クラウドサービス部会

➢ NCWG大阪

委員会

➢ 広報委員会

➢ アライアンス委員会

➢ 組織拡充委員会

実行委員会
（メンバー・協賛・サポーター）



２０２０年度実行委員

株式会社アルティネット 宮原 哲也

株式会社エイチ・ピー・エス 三上 智親

NOS株式会社 長久保 純也

エヌ・ティ・ティ・スマートコネクト株式会社 宮崎 秀人

株式会社オープンウェーブ 尾鷲 彰一/鈴木 淳史

株式会社クオリティア 佐々木 泰

株式会社クリエイトラボ
大澤 武史/内田 龍

横手 広樹/水木真一

有限会社シェルンコアテクノロジー 藤田 浩之

株式会社DTS 木村 翠

有限会社ディアイピィ 野元 恒志

株式会社ドヴァ 井口 和彦

株式会社北斗システムジャパン 小堀 吉伸

12社（16人）



２０２０年度活動概要

1. 会合および部会開催、ならびにクラウドビジネスイベン
トの開催

2. 部会活動を中心に『サムライクラウド』の具現化とその
利活用を図る

3. 『協業支援セミナー』『協賛支援セミナー』の開催支援

4. 他団体との積極的な交流による活動支援、および、ク
ラウドの利活用を核に、異業種団体とのより積極的な
交流による活動支援

5. サムライクラウドサポーターの拡充
6. アクティブメンバーシップの拡充
7. 大阪開催をはじめ関東圏以外での活動

8. 理事会および実行委員会の開催



➢２０２０年度会合開催について
• メンバー及びご協賛の協業によるクラウドビジ
ネスの促進のための場創りとして、会合および
講演会等の活動を年間５回以上開催予定

• 各社の「強み」のかけ合わせたシナジー効果
の検証・実証・事例を会合にて表出する

• 会合時には、懇親会を併設し、より活発な交
流の場を作る



➢ ２０２０年度部会活動について
各部会とも二ヶ月に一回程度の部会の開催

1. サムライクラウド部会
2. クラウドアプリケーション部会
3. クラウドビジネス推進部会
4. 宇宙クラウドサービス部会

部会長連絡会や共同部会開催で密に連携を図り、
より効率的に成果がアウトプットできる活動を行う。



■部会のポジショニング

機能

サービス

技術

クラウドビジネス
推進部会

宇宙クラウドサービ
ス部会

サムライクラウド
部会

クラウドアプリケーシ
ョン部会

ビジネス

※「ビジネス」と「技術」、「機能」と「サービス」の二軸から会の活動範囲を表出



Beyond the Clouds！

２０２０
ニッポンクラウドワーキンググループ

『強みをシナジーにクラウドビジネスを昇華させる！』


